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新井（1962）によって命名・記載された前橋泥炭層は，前橋市総社一帯を中心として前橋台地に広く分

布することが知られるが，その堆積年代，とくに上部についてはまだ明確な資料が得られていない。前橋

泥炭脳はほとんどの地点で，中部に挟在する浅間一板鼻黄色軽石（Ａｓ－ＹＰ；町田ほか，1984)，およびこ

の火山灰を境とする下部の褐色未分解質泥炭と上部の黒褐色・黒色分解質泥炭に区分することができる。

下部については新井（1964）がすでに13,130±230ｙ､ＢＰ(GaK-159）という放射性炭素年代を報告してお

り，Ａｓ－ＹＰに関連するこれまでの放射性炭素年代（富樫，１９８３など）とも矛盾しないことから，おおむ

ね妥当な年代値であると考えられる。最近，辻ほか（1985）は前橋泥炭層の火山灰層の対比および植物化

石群の検討によって，前橋泥炭層が後期更新世末期から完新世初期にかけての堆横物であることを明らか

にしたが，近年の遺跡の発掘調査によっていくらかの資料がもたらされてはいるものの，泥炭層上部の編

年資料は乏しい。筆者らは，辻ほか（1985）が火山灰層・植物化石群を記載した前橋市総社のＧＭ－１０地

点（北緯３６．２５'１２''，東経139.2'１０''）における前橋泥炭層上部の２層準の放射'性炭素年代の測定を行っ

たので，測定値を記載し若干のコメントを加えておく。

放射性炭素年代の測定を試みたのは，辻ほか（1985）がＭＢ－３と呼び，早田（1990）が総社一帯を模式

地として浅間一総社（そうじゃ）軽石（As-Sj）と命名した火山灰層直下の黒褐色分解質泥炭，および泥

炭層最上部の黒色分解質泥炭である。年代測定の結果は，下部の泥炭が11,230±250ｙ､ＢＰ(GaK-11684)，

上位の泥炭層最上部が3,320±110ｙ・ＢＰ(GaK-11683）であった。測定値の算出にはLIBBYの'4Ｃ半減期

5570年を使用した。

火山灰層As-Sjは，マツ属単維管束亜属やカラマツ属が急減したのち，コナラ属コナラ亜属の花粉化石

が優占する時期に入って間もない時期にあたり（辻ほか，1985)，植生・環境史では重要な層位にあたる。

最近，近接する元総社明神遺跡における同火山層直下の黒泥の放射性炭素年代が１１，１７０±ｌ９０ｙＢＰ

(GaK-l4760）であると報告された（パリノ・サーヴェイ株式会社，1990)。この測定結果は今回報告する

測定結果と誤差値の範囲内で一致する。より多くの測定値が望まれるが,２件の測定値はよく一致している

ので､As-Sjの放射性炭素年代はほぼ11,200年前頃と見積もることができ，花粉化石群が大きく変化する

時期はこれよりわずかに古いと見積もられる。最近，東京都中野区松が丘遺跡において更新世末期の層序

および植物化石群が検討され,約11,00o年前のカパノキ属や針葉樹優占の植生からコナラ属コナラ亜属優
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占への森林植生の急変が見出されている(辻ほか，1989)。したがって，前橋泥炭層での放射性炭素年代は

森林植生の急変が約１１，０００年前に広範囲に起こったことを裏付けるものといえよう。

一方，上位の前橋泥炭層最上部の泥炭は，As-Sj以上の泥炭の厚さが50ｃｍに満たないのに，かなり若

く測定された。早田（1990）は前橋泥炭層を覆う層厚５ｍにも及ぶ灰色の砂層を総社砂層と呼んだが，そ

の分布や形成時期についての明確な資料を提示していない｡As-Sj以降の植生が大きく変化しないことか

ら辻ほか（1985）は完新世初期と見積もっていることや，砂喋層と接する泥炭層最上部はしばしば新しい

炭素に汚染されやすいことから，全般には若い測定値が得られた可能性が高いが，他地点での複数の測定

値が望まれるところである。とくに上位からの汚染炭素を排除しやすい木材片など固形の試料について測

定が望まれる。
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書評（新刊紹介）：石川県白山自然保護センター（編)．1992．白山の人と自然「植物篇｣．ｌ４５ｐｐ・

本書は，白山国立公園指定３０周年を記念して，石川県白山自然保護センターが編集･発行してきた「は

くさん」の第１巻第１号（1973年）～第１９巻第４号（1992年）に掲載された論文・解説文のうち，植物

関係の記事を収録したものである。論文･解説文は多岐に及ぶが，本書ではそれらを，Ｉ植物の分類と分布，

II変化に富む植生，ＩⅡブナ林とその保護，１Ｖ高山帯植生の復元，の４章に区分し，系統的に読みやすいよ

う編集している。まさに白111の植物的自然に即した区分といえるが，白山のもつ植物的自然は日本列島の

植物的自然を代表する一つでもある上，個々の論文・解説文の内容は白山のみに限定されないから，広く

日本の自然に親しみ理解しようとする人にとっても好適な出版物である。そもそも「はくさん」は，白山

地域の自然や人文を一般向けに解説しようとするものであるから，それぞれ文章が語り調に平易に書かれ

ており，モノクロではあるが写真も豊富なので，利用価値は高い。

なお，本書は５部からなる上記記念出版物の一冊で，他に「地学篇」・「動物篇」・「人文篇」・「自然観察

篇」が刊行されている。これらは石川県白山自然保護センター（920-23石川郡吉野谷村木滑）に問い合

わせれば入手できるはずである。

（辻誠一郎）


